
評価対象施設

指定管理者

評価対象年度

施設所管課

評価項目 細項目 評価 コメント

安全性の確保 Ａ ・危機管理マニュアルに基づいた事故防止等の安全対策が行
われた

法令等の遵守 Ａ ・法定点検業務等は適切に行われている。県への報告も適
時、適切に行われている。

平等利用の確保 Ａ ・条例に定めた利用日、利用時間を遵守しており、利用許可に
ついても基準に従い適切になされている。

個人情報の保護 Ａ ・個人情報の規程を整備し、運用については適切な対応がな
されている。

事業の実施 Ａ ・６７回、１，０００人の目標に対し、６８回の自主事業を実施し、
１，９７４人の参加者があった。

利用状況 Ａ ・利用者数は、５７，６３９人と管理目標５４，１１１人を上回っ
た。（３，５２８人増）。

適切な管理の履行 Ａ
・年間の維持管理計画と毎日の作業チェックシートに基づき、
適切に施設の維持管理が行われた。
・協定書や事業計画に沿って適切な管理が履行されている。
また、人員配置も適切である。

財産の適切な管理 Ａ ・消火・避難訓練や定期安全点検の実施など維持管理計画に
基づいて適切な財産管理を行った。

サービス内容の向上 Ａ ・利用者アンケートの実施と利用者の声を管理及び自主事業
に反映している。

利用者の満足度 Ａ ・利用者アンケートでは、全ての項目で９０％以上であった。職
員対応については９９％の利用者が満足と回答している。

指定管理業務の
会計処理 Ａ ・利用料金は、適正に管理されている。また、専用口座で管理

されており、経理区分も整理されている。

自主事業の収支 Ａ ・計画を上回る自主事業を実施し、適切な会計処理を行い、収
支はプラスとなっている。

Ａ ・利用者数、主催事業、キャンプカウンセラーの養成及び利用
者満足度のすべての項目で管理目標を達成した。

特に評価すべき点

次年度に向けて
改善が望まれる点

施設の設置目的の達成

指定管理者管理運営状況評価

青少年総合野外活動センター

小学館集英社プロダクショングループ

平成２７年度

青少年課

利用者の安心・安全、平
等利用の確保

適切な経理処理

特記事項

・施設の最終年度である今年度も管理目標を上回る利用者数を集客する
とともに事故なく適切な運営管理を行った。
・キャンプカウンセラーの養成について事業計画の５５人を上回る６４人の
養成を行った。

総合評価

利用者サービスの向上


